
資料1  
「デジタル化の進展と放送政策に関する調査研究会」取りまとめ（案）に対する意見募集結果  

○■ 提出件数 41件  

（1）事業者団体 5件  

・㈲衛星放送協会  

・触デジタルラジオ推進協会  

・ 日本コミュニティ放送協会  

・㈲日本新聞協会  

・（粗目本民間放送連盟  

ジュピターサテライト放送㈱  

㈱スカイハ○っユタトコミュニケーションスヾ  

㈱ソニー・放送メディア  

㈱テレビ朝日  

㈱日経ラジオ社  

㈱ニッポン放送  

㈱日本ケーブルテレビジョン  

日本テレビ放送網㈱  

日本放送協会  
㈱フジテレビジ早ン  

㈱文化放送  

㈱毎日放送  

横浜エフエム放送㈱  

讃責テレビ放送㈱  

㈱AXNジャパン  

㈱BS朝日  

㈱FM802  

㈱Wowow  

（3）新聞社 2件  

・・㈱朝日新聞社  

・㈱読売新聞東京本社  

（4）その他 3件  

・ アイピーモバイル㈱  

・伊藤忠商事㈱  

・楽天㈱  （2）放送事業者等 27件  

・朝日放送㈱  

・ ㈱アニマックスデロードキャストゾヤハ8ン  

・宇宙通信㈱  

・ ㈱エフエム大阪  

・㈱エフエム東京  

・㈱エフエムナックファイブ  

・大阪放送㈱  

・ 九州朝日放送㈱  

・ ジエイサット㈱  

・静岡エフエム放送㈱  

（5）個人 4件   
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「デジタル化の進展と放送政策に関する調査研究会」取りまとめ（案）に対する提出意見について  

※各項目内の提出意見は、例えば、賛成意見、反対意見などある程度グループ化可能なものを一つの区分として整理。   

各区分内では事業者団体、放送事業者等、新聞社、その他の事業者、個人の順にグループ化し、五十音順に並べたもの。   

1．「第1章 放送を取り巻く環境の変化」に対する意見  

章 ≡ 項 ≡  項 目  ≡ 責  提出意見（提出者名）  

1．地上放送のデジタル化に関しては、ラジオ放送のデジタル化に関する記述も必要と考えます。  

【理由l 基幹メディアである地上放送についての記述では、テレビジョン放送のデジタル化にしか触れていませんが、  

平成15年10月以来モアチャンネルとして実用化試験放送を行っており、まもなく本放送の開始が予定されて  

いるラジオ放送のデジタル化についても言及することが適切と考えます。（デジタルラジオ推進協会）  

2．「第1章放送を取り巻く環境の変化」1、放送のデジタル化の進展、冒頭部分に“いずれのサ丁ビスについても、基本   

的には平成㍊牛にはアナログ放送を終了し、デジタル放送に移行することが予定されている”とあり、また（3）地上放   

送部分にも“地上放送については‥■平成23年7月にはデジタル放送に完全移行（アナログ放送は終了）する予定？と   

記述されている。当社は昭和29年より地上音声（ラジオ）放送を52年間にわたって実施してきている事業者であるが、  

上記記述は地上テレビジョン放送について述べられたもので、地上音声（ラジオ）放送に該当するものでない。従い、上  

地上放送  

記記述は誤りであり  訂正されるべきである占   

すべての放送のデジタル化については、最初の指針が示された、平成10年10月「地上デジタル放送懇談会 報告書」  

の冒頭部分に、   

① 映像を中心に音声及びデータも提供できる「地上デジタルテレビジョン放送」と、  

（診 音声を中心にデータも提供できる「地上デジタル音声放送」  

のふたっの放送を実現する、と明記されている。その後、急速にデジタル化が浸透してゆく中で、両者がデジタル技術面  

できわめて近似したものになっているのは事実であるが、いっぽうで音声放送（ラジオ）はメディアとして、現在もきわ  

めて重要な役割を果たしている。たとキぱ、ほんの－一例であるが、本年8月14日、東京で起きた大停電の際に、電気が供  

給されなかった環境の中で、国民が正確に情報を得ることができた主要メディアはラジオであった。そのようなラジオの  

役割を考えるならば、本項で音声メデ  ラジオ  項で、テレビと同様に  まえた  より明確な  について  

記述がなされるべきと  考える。（ニッポン放送）   





2．「第2章 マスメディア集中排除原則の基本的考え方」に対する意見  

章  ≒ 項  声   提出意見（提出者名）  

1（1）  意義と目的   6－7   1．取りまとめ実弟2草「マスメディア集中排除原則の基本的考え方」並びに弟3章「持株会社を活用した民放経営の在り  
方」において、マスメディア集中排除原則の目的と意義が現時点でも不変であることを確認し、放送の多元性・多様性・  

地域性の確保が今後も視聴者の利益確保のために重要であることが明記されていることを高く評価します。（朝日放送）  

2．日本の■放送は、これまで、一般放送事業者とNHKとの併存体制と、いわゆるマスメディア集中排除原則の下で発展し、  

健全な民主主義の発達に資するという期待にこたえてきたものと考えます。「取りまとめ（案）」は、放送の多元性、多様  

性、地域性を確保し、もって視聴者の利益を確保するというマスメディア集中排除原則の目的は現在も変わらない意義を  

有するとの認識に立ってま．とめられており、その考え方は適当と考えます。（日本放送協会）  

3．表現の自由を確保することについては賛成ですが、近年、権利を乱用しまたは行使された自由によって結果的に被害を  

受けるもの等への対策が遅延していると思われます。放送における自一由の保護は、送り手の表現の自由保護ではなく、受  

けて側の自由保護権利である事を忘失されているのではないかと考えます。これらについても、もう一歩踏み込んだ表現  

を求めます。（個人）  

1（2）  規律手法   7－8  ・1．取りまとめ案は多様性、地域性の確保について、「表現の自由の直接的な制約につながる面があるため、従兵どおり、構  

造規制を基本とする」としながらも、「具体的な適用場面によっては行為規制を行うことも考えられる」と述べているが、  

これには慎重な議論が必要である。「具体的な適用場面」が拡大解釈されぬように、取りまとめ秦に例示されている、放送  

持株会社傘下の放送子会社への適用に限定する旨を要望する。また、行為規制の具体的手放として「一定比率以上の地域  

番組の確保」が示されているが、番組内容の規制につながる懸念や放送事業者の番組編成上で過度な負担がかかる懸念も  

あり、実態を踏まえた慎重な検討が必要である。（日本民間放送連盟）  

2．木取りまとめ奏では、「表現の自由の直接的な制約をこつながる面があるため、構造規制を基本とする」としながらも、「具  

体的な適用場面によっては」行為規制の導入も考えられるとしているが、慎重な試論が必要。行為規制が導入されること  

になった場合でも、木取りまとめ案の言う「具体的な適用場面」が拡大解釈され、放送事業者の番組編成が必要以上に制  

限されることのないよう二「放送持株会社制度内に限っての適用」であること等を明示することを要望する。（フジテレビ  

ジョン）  

3．資本の地元要件撤廃を念頭に一定比率以上の地域番組の確保のための規律導入を検討することは、地域ごとの経済力に  

より地域番組を提供できるスポンサー企業の数が大きく異なるととや各放送事業考の経営体力に大きな差があり、一御こ  
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は情報の独占的頒布を行うこととなるおそれ」を防止することが目的であると考えますが、前述のとおりメディア環境が  

大きく変化している今日、新聞と放送の連携がさらに進むとしても、情報入手手段や言論の多元性、多様性は引き続き確  

保されると考えます。もし、今日においてもなお独占的頒布の「おそれ」があると想定するケースがあるのであれば、そ  

の根拠を具体的に示して説明すべきです。  

そもそもメディアである放送に対する公的規制は、言論■表現の自由を踏まえ、混信防止対策など必要最小限にとどめ  

るペきであり、新しい時代の放送局経営にあっては、経営の自由度をできるだけ高めることも重要だと考えます。  

以上、当委員会の指摘について十分に検討し、「三事業支配の禁止卜規定撤廃を含砂た見直しを行うよう、貴省にあらた  

めて求めます0（日本新聞協会）  

2．三事業支配禁止が例外的に許容される要件である「独占的頒布を行・うこととなるおそれの有無について客観的検証を  

行うこと、ならびに、許容範囲外の場合には厳正に三事業支配の解除措置を採るべきである。三事業支配禁止の例外によ  

り、多数の後発放送局は、同一地域での競争条件において不公平な環境条件を与えられてきている。自由競争の中では、  

その目的が不由確な「三事業支配禁止の例外」は根本的に撤廃すべきものと考える。例外許容されている場合でも、現実  

に「独占的頒布か否か」については、定期的に、明確かつ客観的な基準によりその判定を行い、判定結果が示されること  

が必要であると考える。さらに∴その判定の結果「独占的頒布」と判断された場合はト厳正なる解除の措置を採るべきで  
ある。今回、三事業支配の例外の明確化の基準として例示された「特定わ地域における新聞購読シェアが50％を超える新  

聞社によるテレビジョン放送とラジオ放送の同時支配は『独占的頒布を行うこととなるおそれ』があるとした上で、…‥ 」  

は、一つの考え方と理解する。（静岡エフエム放送）  

3．規律の基準はできる限り明確であることが望ましいことから、いわゆる三事業支配禁止の例外に関して基準を明確化す  
ゴきだとされている点についても賛成します。（日本放送協会）  

4．基準の明確化について賛成します。（毎日放送）  

その他  1．第14回 開催のヒアリングにおいて、JCBAよりご意見を提出させていただきました。現在、全国196局の放送  

局が顔局し、今後「マス排」の規制がコミュニティ放送局に大きな影響が予想されます。  

コミュニティ放送にはコミュニティ放送に適応した制度と規制をお願いいたしました。2011年のデジタル化により  

今後、コミュニティ放送の開局が飛躍的に増加する可能性が出てきました。現在では開局の難しい関東、近畿地区の大都  

市圏での開局が可能になると、全国で最大1000局程度の放送局が出来ます。従って、「マス排」の制度も規制も、これ  

らの状況を想定し 

今回の意見の取りまとめ（寮）は大きな企業規模の放送局、3事業支配、ネットワーク支配を重点においた意見のよう  



Ot   



3．「第3章 持株会社を活用した民放経営の在り方」に対する意見  

章…  項 主   項 目  ≡貢   提出意見（提出者名）  

1（2）  持株会社の活用に  1．持株会社の活用のメリットとして、「コンテンツのマルチユースに向けた著作権処理を持株会社において一元的に行うこ  
よるメリット   19  と」が掲げられているが、兼営の場合とは異なり、複数の会社に係る当該処理を一元的に行うことは容易ではなく、メリ  

ットとは言いがたい。（フジテレビジョン）  

2（1）  放送持株会社の制  1・標記取りまとめ案が、マスメディア集中排除原則の目的や意義は不変であることを確許したうえで、多メディア化に皐  

度化の必要性   20   る競争の激化、デジタル化投資等に伴う民放の経営環境の変化を踏まえて同原則を見直すことが適当との方向を示したこ  
とは評価できる。また、放送分野において持株会社によるグループ経営を可能とするため、「放送持株会社」制度を導入し、  

外資規制を適用するなどの制度的措置を講じるよう提言したことも、時宜に適ったものと考える。（日本民間放送連盟）  

2．制度化する持株会社の形態として、取りまとめ（案）で「純粋持株会社とすることが適当であるとされていることに  

ついては、最近の企業関連の法制度の変化を取り入れたものであり、経営の選択肢が拡大するという点で、評価できるも  

のと考えます。なお、持株会社ではない放送事業者が、放送事業者を子会社とすることに関しては、これまでの規律の範  

園内であると考えます。（スカイパーフェクト・コミュニケーションズ）  

3．放送持株会社の制度化については賛成する。  

【理由】 多様な形態の持株会社を認める制度整備は、時代の趨勢に適合するものであり、企業連携やグループ経営の選  

択廠を拡げることとなるので、これを放送事業にも活用できる・ようにすることについて賛成する。純粋持株会社  
は、多メディア時代において“基幹放送”と位置付けられる地上放送、ならびに既存の無料B岳デジタル放送の  

経営と放送サービスを今後も安定的に継続していく上で、有効な手段と思われる。（テレビ朝日）  

4．取りまとめ（案）が示した放送持株全社制度や携帯端末向けサービスの独立サービスは、経営形態の－選択肢の拡大にもつな，  

がるものであり、考え方としては賛成である。（月本テレビ放送網）  

5．本取りまとめ案で提示された複数の放送局を支配下に置く純粋持株会社（＝放送持株会社）の制度化は、放送事業者の  

．経営の選択肢を広げる点で評価したい。（フジテレビジョン）  

6．放送事業者が視聴者の多様なニーズに応え、社会発展に貢献するには健全な企業体であることが必須の要件であり、塵  

営基盤を強化する方策わーつとして、持株会社制度を作ることに賛成する。くBS朝日）  

7．純粋持株会社を新たな選択肢とすることに賛成する。（朝・日新聞社）  

8．1997年の純粋持株会社の解禁、その後の連結会計、自社株眉いの解禁、株式交換・会社分割制度の導入など、一連の商   
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マ毒柁汽針な一勝卦ひr野幌抄封凶豪富革垂α義軍暫梁顎α封懐、羊クエ＼へしコ1「潮′教科切要ひ我等判対案軍」（ウ）石妻E貨 ●∈   

（冨   

粟粟凋阻智幸白）○＼嗜〉1年宮守育子子音耳百雷盲富商言言寄頂覇雷電覇面言顎召覇痩ヰ欄層々倒瑚司qマ年刊弓業嶺   

稲自尊ユ1二柑6芋勺卓葦毛割教習用α富国 09耳鼻マ＼へ1羊苗ミ¢豪雪卿未苛1簡瀞勺卓つ爛輩α薫貴賓軍皐陳笥栗軍9ヰ   

マ畠孝事由・走▽、羊クエりしつ†豪雪媚帖α勧梨割切緊㌢ヰ鴎二悍妻￥α苫－α我等淑封要項、皐αqα音羽寺泊割栗軍 一Z   

（栗項目撃）D⊥   

貫首毎マ￥血坐さ学才こ9ヰ勧萌孝制虚∇＼1割勲章制的梁＼ユ丁苛1孝鷲喫み軍執つ1勺専割ユG諸宗つ柑ゴ誕α湖葦、書架   Z冨  勧割判嘲屈指＿ト   

（サ）冨                  α森晋蛸帖α音 ○ヰ羊￥毎マ9望立董W羊†割剥α割切堅勺て寧よ葦マニヰ新二き勺宰さ¢年愚者瑚等我自軍度器章票軍α材即 －T  －一石  観二号我等剃封栗軍   

（要項月彗）0＿阜貫首無才拳骨判マこ9ヰ   

つきら了9雄幸割梨コ憾朋音韻卓ほ三軍割鮮卑ら了α二、白望ユ刺巻葦￥血虫垂W羊憎1剥α制御恥、制浩幸、割些学α粟軍 ●∈   

（粟項目胎）   

○ヰ羊＼へ常々しへ首領半孝喋嬰葦吾詞・耳封丁七闇刃傷＋孝官業α農業貴賓顎骨、G了＼へ葦αマこGキ勘考晋帖α貴社鞭α罫  
軒ユ敏幸￥勢孝セα密喘灘蘭、頭上羊1鼎亜ユ甘受苛っ雪マ＝㌢よ闇孝都補整α鼻要項智＼羊卓ユ＼へしつ槻劉婁α我等判封●、Z   

（国歌粟軍凶智幸白）09望ユ卓㌣管制町コせ彰閣α溺中背童W＼与さ寧キ   ＃マ左側   

1二柑日宇孝制宇目α鼻常在孝孝α帯管鼻習＼羊づよ￥、封ユG耳管二う悼渕α『憧悼α我等料封粟軍＼吉相叫与耳鼻マ9＼へユ  tZ  
（E）冨  

（粟軍臼聾）0一局相場蹄畑や上手杵割舶由畑〉葦冨クユ我等判封薫章 ●Z   

（要項白胎）8ヰ貫首無才葦骨ミ撃酢蛸¢＋∈了萱叫与謝つうど→ヰ葦￥止立‡叩順甲帝雷鳥肇α鼻業章   

粟軍α⊥密＼ら了＼へキαマ＝受叫与よ1肇三軍七間白哩α戦勲制解明与謝彰目α鼻業章票稲αう叫之、三軍ヰ羊Gギユ叫章蓮如   

矧酢掛粥粥硝持州側、封ユG苛望つ1Y蕪α我等割出 Dヰ羊＼へユ1⇒川里〉牽壕孝■畔垂α目軍医苛1虔御コ1衝解、キー9壌寮   ▲ 覇個物硝   

0冨     （石）石           孝縦試α耳鼻叢生α糾み素読『1〟〃ホよ、1旦孝瑠賢愚肇葦喀＋つ僧羊！ユG了二億常葉蒙古致解＼割鼻業章票堺α材軸一丁   寺泊封萱＿い細野睡   

（Y即）○㌢耳鼻マ看貫  

隼ユ1二‖計圭「一打訃孝骨相劉r車馬、丁【少卦妙案苛α壌苛9ヰ響席つ悍御嵩業平キ好零醍んペ去ペ亡苛1ニ子音最早居車素9   

了つ一度薫東田尉よ葦農業真影課、ユヰ曜双頭別封季α∠′よメよ苛々ヰ題局側毯個確樋山／／」－→□∠、封マこ9叫専財   

墨酵稲等割引制髄、二億蝉孝・マこ㌢叫専翠韻ミ¢製割習性挙素読萱望よ圭1口］α苛甚、隼立尊顔苛セユマ毎号幽皆薫卓α鬱   

与ひ宮－春草型萱＼へユ．1酷丁つ條要撃淑コ憮、鼻肇軍智α現有09＼へユ1鴇呈麗耳管留年立暴挙ヰ割孝割高尋α草蟹素裸隼   

ユGマニ青書甚葦・芋耕ら甲孝後世礫苛、眉1耶洞ツ銅檀那掴他端鱒耶消㊨御得剃巨都蛸紗那持・肇  



考えます。（朝日放送）  

4．「放送持株会杜の適格性確保」については基本的に賛成だが、規制強化には反対する。  

【理由】放送持株会社の公共的役割や社会全体に対する影響力の大きさから、事掌を担うものめ適格性を確保するため  

に一定の規律を課すことは妥当なものと考える。しかし、公権力の過度の介入が起きないようにする工夫が必要  

である。調査研究会では、「適切なガバナンス」や「放送事稟の潅営管理についての知識・経験と社会的信用」を  

担保するための制度上の仕組みが必要としているが、当社は、現行の放送局免許の審査基準の要件で十分と考え  

律に当たると思われるため、持株会社自  放送持株会  主に対しても適格性を求めるのは二重   旦。ま▼た、  

身に適格性を課すことで十分だと考える。（テレビ朝日）  

5．持株会社の適格性を確保することを理由に、現行の  上の基準を設けることには反対する。民主主義を支え  

る情報産業の一翼を担う放送事業への公権力の介入は厳に戒めるべきであり、放送事業者の自立性が基本になるべきと考  

えるからで、具体的な制度設計にあたっては放送事業者をはじめ幅広い意見を集めることを希望する。（BS朝日）  

6．具体的な制度化にあたっては、放送事業者や関係者  分に聴取  ることを要望する。取りまとめ（秦）が頻繁  

に言及している銀行法による銀行持株会社は、その公共性の性格が放送とは異なるので、銀行持株会社制度をそのまま   

用すべきではない。放送持株会社制度の導入後も、柔軟な対応と不断の見直しが必要と考える。（朝日新聞社）  

7．「適格性」の定義が不明確である。個々の放送事業者については、再免許の際に放送を続ける母体として適切かどうかチ   

ェックされている。放送持株会社は個々の放送事業者の自律性や地域性を確保するために純粋持株会社とするのだから、   

放送持株会社への適格性確保は不要。ガバナンス確保も放送持株会社の自律的な取り組みに委ねるべきであり、取締役会   

の構成を条件とすることに反対する。（朝日新聞社）  

8．取りまとめ案は「適格性を持たない法人が放送持株会社になった場合、その子会社となる放送事業者の放送について、   

放送法の趣旨や各種規律にそった適切な放送が確保されないなど視聴者の利益が害されることが懸念される」としている。   

子会社が放送事業者として適切か否かは、これまでも再免許の都度チェックしてきたはずである9その仕組みが機能し  

ているのであれば、それで十分であり、放送持簸会社の適格性確保のための制度まで設ける必要はない。再免許の際の仕  

組みが機能していないのであれば、機能するように現行の仕組みを改善するのが先決である。行政手続きの簡素化という   

観点からも、屋上屋を重ねるような放送持株会社の適格性について制度上の仕組みは設けるべきではない。   

仮に＼適格性確保のための仕組みとして、放送持株会社設立時の許可や認可、認定などの制度を想定しているのであれ   

ば、反対である。本来、メディア企業に対する規制は必要最小限にとどめるべきであり、放送持株会社に適格要件などの   

規制の網をかぶせれば、親会社を通じた子会社の言論・表現の自由に対する行政府の介入につながることが懸念されるか  
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他ひ我等漱封、らT、へ葦ひマこ9叫勺叫Yセ■畔コ1⊥串ひ我等漱封要項つせ彰一さ寧暑業貴君堵葦憩但鼻肇彰目、封ユ＼へしコ憎′   

9＼へユW章子「完黙さ¢マこ9ヰ攫渕つ偲等qマこ9ヰコう（了9卓立→〉／仔尋国事ミ¢新和等撞要項び我等去、軍耳9ヰ切倒   

コ樽＋孝1ん“了α鼻習∠→1／∠」、ミ¢ヰ羊1騨裏年コ1「マニ9ヰマ我等去尋農業重要堵丁間α壕梨ひ致間9葦暫」詮凶   

○－ト羊1騨裏勺岬瞥簡α割歌詞衝間・科料彩・制些膏α栗  

堵、封ユ、へしつ1「T「藁ひマニ9ヰ有職寄主孝暴菜食要項丁恥α項数α鮮明一凶鰭顎専制嘲留瑚」氾甘「マこ〉＼へユ1唯若   9Z  財堅α相当一朝滑   

（l）e              つ欄刷訝エコ封コ柑甜α豹α之、｛爛々削婁α晋一っ嘩壕α農業貴君堵9台と1キ我等去さ¢我等判封要項」（l）C幸E劣●t  一GZ  ヰ背∠′占了宮上   

（自陣只ペ卓）09耳鼻マα隼管ヰ垂尋擢堺葦薯執＼羊4ユ、へしニト寧∈克て寧皐ン（簡   

つ今金凶マ粟堵S臥を粟項丁印字ユ1マ寄掻α我等壬9軍神つ1⊥申さ撃取寺漱封要項、よぅ耳転封つ慄軍嶺苦言卓君顎S〇9呼立   
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度設計について十分な配慮が必要と考えます。また、複数のキー局系列に属しているローカル局も多く、これらを一様に  

放送持株会社の傘下に収めることは、個々の地域における放送の多様性を損なうことにつながる懸念があります。（朝日放  

送）  

2．「放送持株会社が子会社とし  等に一定の制限を  上で、「メディア特」  

る複数の事  （伊藤忠商事）  者を子会  ること」が可能となることには  賛同いたします。   

3．放送持株会社が「子会社化できる放送事業者数を制限するlことについては反対するム  

【理屈】 放送持株会社が子会社化できる放送事業者数をあらかじめ制限するという調査研究会の握実については、経常  

の自由度を高めるという持株会社制度導入の意義との整合性が認められないこと、また、制限  

観的な根拠が乏しいことなどから、  規制には反対する。持株会社制度を導入する理由は、各放送事業者が財務上  

のスケールメリットを追求できるようにすること、そして、スケールメリットを背景にした報道取材や番組制作  

力の強化にあると考える。．、取りまとめ（案）でも、「放送持株会社によるグループ経営のメリットを十分に確保す  

るため、これら子会社の放送対象地域が全国をカバーできるようにすることも念頭において検討することが適当」  

との指摘がなされている。関与する放送事業者の数は、理論的には多ければ多いほど持株会社制度の効果は大き  

く、特段な理由がない限りは、これを妨げるべきではないというのが当社の考えである。   

経営基盤強化にあたっての窮境整備は個々の企業にとって異なることから、この観点からも一律の数量制限は  

不適切であると考える。放送の多元性、多様性、地域性を確保するのに適した客観的な事業者数を設定するのは  

本質的に困難であり、その数の決定に際して行政の悪意が入り込む余地が大きい点も大いに危惧するところであ  

る。（テレビ朝日）  

は、子会  の放送事  する同時出資に  4．同項   

放送事  

する出   土である複  目当するものとして  

者に対  マスメデ  ア排除  lJを適用  原則的に  成します。ただし現実に即   ることについては  

した形で運用されるよう、不断の見直しは必要と考えます。（朝日放送）  

5．複数の地上放送事業者を子会社とする放送持株会社の「5分の1以上の議決権保有」を不可としているが、マスメディ  

保有が可能なよ  中排除原  U同様、3  の1超の議決   則を緩和すること  を要望する。  

【理由】 異なる地域の複数の地上放送事業者を子会社とする放送持株会社への出資の上限は、マスメディア集中排除原  

則同様、商法・証  l法上、株主総会において特別決議事項の決  に引き上げるべき  を阻止できる   

考える。これは取りまとめ（案）が、「放送持株会社に対する出資は、子会社である複数の放送事業者に対し同時  

に出資することに相当するものとして扱う」としている通り、マスメディア集中排除原則の緩和と放送持株会社  
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者とBSデジタル放送事業者が混在する場合で  送事業者であれ、あるいは地上放送事   看であれ  BSデジタル  

現行制度と整合性が取れることにな  の1超の議決権を保有  ることはできない  ることによって   あれ、一  

るものと考える。（読売新聞東京本社）  

9．米国ではディズニーがABCを、GEがNBCを子会社として運営しているように、  資本主  市市場の  則である「  

由な経済活動と適切な競争」珊生・多様性・地粉性）の担保が図られるべきであると考   

えます。（伊藤忠商事）  

10．平成18年7月19日付「デジタル化の進展と放送政策に関する調査研究会」取りまとめ（案）（以下「取りまとめ（案）」   

という）にて揖摘されているとおり、①平成23年のデジタル放送への完全移行化に向け、今後中継局整備等に多額の投資   

が必要であること、②競争の激化等の厳しい経営環境にあって、経営のより一層の効率化が必要となってきたこと、③通  

信等の放送周辺分野との連痍強化が不可避的な趨勢となってきたこと等の諸事情に鑑み、複数の放送事業者を子会社とす  

る放送持  禁に向けた  送法の改正もやむをえないと認  しております。  

しかしながら、下記理由から、放送持株会社に対しては現状の出資比率制限を適用すべきで無く、別の方法によりマス  

メディア  中排除  則の確保を図るべきと考えます。  

1．取りまとめ（案）によれば、「放送持株会社に対する出資は、その持株会社が複数の放送事業者を子会社として完全支   

配していることから、子会社である複数の放送事業者に対し同時に出資することに相当するものとして扱うこ■とが適当」   

であり、「異なる地域の複数の地上放送事業者を子会社とする放送持株会社については、これらの地上放送事業者につい  

ての「支配」とする基準が5分の1以上の議決権保有とされていることから、何人もその持株会社の5分の1以上の議   

決権を保有することは基本的にできない」とされております（取りまとめ（案）25－頁参照）。しかしながら、かかる方   

法で、放送持株会社に対しても同様の出資比率規制を課すことは、通信事業者等、他の事業会社が、放送持株会社との  

事業統合を目指す場合、当該放送持株会社と当該事  統合を図ることを  会社とが共通の持  会社を  る方法で事   

認めないことを  統合の選択の幅を極端に狭めることとなります。かかる結論は、  放送持株会社導入の根拠の一  

つとして挙げられているイ通信等の放送周辺分野との連携強化が不可避的な趨勢となってきキこと」と明らかに矛盾す   

ると言えます。  

2．そもそも放送事業者に対して出資規制がなされている根拠は、放送の多元性、多様性、地域性の確保といったマスメ   

ディア集中排除原則の実現にあります。しかしながら、かかる多元性等の確保の方法として、議決権保有率の制限のみ  

が挙げられるわけではございません。取りまとめ（案）も「放送持株会社については、一の者が所有又は支配できる放   

送局等の数を制限する現行の方法と異なる新たな尺度を導入することが考えられる」と指摘しており、具体例として、  
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12．放送持株会社という新しい形態の制度化に当たっては、放送の多元性等が引き続き十全に確保できるよう、マスメデ  

イア集中排除原則の適用関係を含め、多角的な検討が望まれるところです。放送持株会社が異なる地域の地上放送事業者  

を子会社とするてとについて「全国をカバーできるようにすることも念頭に置いて検討することが適当」‘（25ページ）と  

されている点も含め、放送の多元性、多様性、－地域性が引き続き十全に確廃されるよう、今後の制度化に際しては、十分  

な配意を行う必要があると考えます。  

なお、緩和に当たっては、「取りまとめ（果）」でも指摘されているとおり、いったん規制を緩和すれば再度規制するこ  

とは困難であること等から、それまでに行われた緩和措置の実効性を十分に見極めることも重要であると考えます。（日本  
放送協会）  

′13．同一地域での3事業支配の規制など、マスメディア集中排除原則の考慮は引続き必要と考える。しかしながら、同一  

地域でのIP再送イ青等の普及など、光ファイバ」によるIPネットワーク化など情報通借環境の進展などを考慮すれば、こ  

れまでの放送局数による所有規制を廃し、1996年から局数による所有規制から視聴可能世番数による所有規制に移行した  

米国のように、我が国でも視聴可能世帯数、また同一地域内であれば視聴シェア（視聴率）による所有規制に移行すること  

が好ましいと考える。視聴者の立場から見れば、伝送路の多様化により今後、益々地上波、ケーブルテ｝ビ、IP再送信な  

どで同一番ヌ阻が見られる機会が増えるようになり、伝送路の遠いが意識されなくなる方向にある。今後、視聴者の利便性  

の観点に従った柔軟かつ合理的な地域メディアの事業再編の可能性も展望される中で、マスメディア集中排除原則に串け  

る所有規制の単位を放送局数から視聴可能世帯数、また同一地域内であれば視聴シェア（視聴率）による所有規制に移行す  

ることにより、メディアの多様化に則した合理性の高いマスメディア集中排除ルールになるものと考えられる。（個人）  

3（2）  外資規制   i 26 1・放送分野における「放送持株睾社」の制度化は、多メディア化により競争が激化する中で、民間放送事業の経営基盤の  
強化や効率性向上に資する選択肢の一つとなることを前提に賛成する。また、放送持株会社について、子会社である放送  

事業者に対する外資規制の実効性を確保するため、放送事業者と同様に外資規制の対象とし名義書換拒否権を付与する方  

向が示されたことは評価できる。（日本民間放送連盟）  

2．第3章3（2）「放送持株会社を外贅規制の対象」として扱うことについても賛成します。（朝日放送）  

3．放送持株会社に外資規制を課すことについても賛成する。  

【理由】－ 外資規制については、現在、外国人等による放送持株会社の経営支配の可能性は完全には払拭されておらず、  
放送事業者同様、放送持株会社にういても外資規制の対象とし、会社に名義書換拒否権を付与するのは妥当なも  

のと考える。（テレビ朝日）  

4．また出資、外資規制についても、持株会社の持つ社会的影響力が大きいことから所要の規制が必要と考えます。（毎日放   
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自由を基本理念に、番組編集については、放送事業者の自主性に任せるというこれまでの原則を貫くべきものと  

考える。（テレビ朝日）  

4．子会社である放送事業者の番組編集の自由と地域情報の確保については、その趣旨は重要と考えますが、一定割合の地  

め導入にっいては、地域の特性や、情報の重要度等様々な要件で、番組編成が行われて  域番組の提  を確保する行為規   

いる事を考えると、極めて  重であるべきと考えます。（毎日放送）  

5．持株会社による経営基盤強化のために、地元資本要件に代えて地域番  入を考え  提供についての行為規制   

艮幹である「地  呆として   性の確保  が低下する可能性があるのならば、  末転倒にもなりかねない。取りまとめ案にも   

あるように、平成23年デジタル放送への完全移行のためのデジタル投資がローカル局経営の大きな負担となるならば、   

視聴者の利益確保を第一義として、実態に即した慎重な試論の継続を要望する。（譲責テレビ放送）  

6・地上民放127社の平均ローカル番組比率は12．8％と低い実態を考慮すれば、無条件に放送持株会社から子会社である放   

送事業者の番組編集権を切り離す制度設計をすべきではないと考える。子会社（ローカル局）へのローカル番組提供の一定比  

率（例えば10％）の行為規制を設ける一方で、一定比率問えば10％）に満たない子会社（ローカル局）の番組編集権は、キー局   

が一体運用できるように容認し、グループ経営の効率化を図りやすくすることが好ましいと考える。   

もし、機関投資家など多くの一般株主・投資家の株主平等原則の基に上場純粋持株会社の設立が容認された場合でも、   

上場放送持株会社への一般株主の投資メリットとしては、放送会社の費用項目として大きなウェイトを占める番組制作費  

の効率的投下やスケールメリットの享受による収益効率の改善効果が大きいと考えられる。全国ネットを持つ在京キー局  

と全国1波のNHXとの番組制作費効率を括抗させるためにも、ローカル番組の  リ作意欲に乏しい子会社（ローカル局）の  

温編成権を  ヒとスケールメリ   待される。（個人）  ることによる  

7．コンテンツ産業の育成を図るためには、米国におけるフィンシンルールやプライムアクセスルール、英国における外部  

委託会社からのコンテンツ購入義務付け等の成功事例を参考に、地域放送番組比率を定める等一定の  律を設ける必要が  

あると考えます。（伊藤忠商事）   

放送持株会社の子  

会社の事業範囲  

1．放送持株会社の要件について、取りまとめ案では「子会社である放送事業者の資産総額が放送持株会社の資産総額の一   

定割合（例えば、50％超）を占めていること」が例示されているが、外資規制が導入されている現行の航空法の持株会社  

定なども十  の条文   に参考にしながら  放送事  の実態に月  討すべきである。（日本民間放送連盟）  

2．取りまとめ実は、「現行制度上、放送事業者の行う事業の範囲について直接の規律は行われていないことから考えると、  

放送持  会社の子会社の  内容について制限を設けることは必要ないと考え  々の事   られる。ただし、放送持株会社制度  

は、子会社である放送事業者の適切な業務運営を確保するものであるから、これらの放送事業者の資産総額が放送持株会  
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報告書取りまとめ秦の環境変化の認識を超える大きな変化のうねりになりつつある。   

こうした中長期的な業界環境認識の下、在京キ∵局のように株式市場に上場し資本力のある放送会社は、コンテンツ産  

業発展の担い手として、こうした業界琴境の変化のうねりに対応すべく、映画会社や出版社、テーマパーク事業者のよう  

な娯楽施設事業者などと経営統合するなどにより、日本版ウォルトディズニーを目指すなど、NTTなどの大手通信事業  

者などに対して資本力で対抗する大胞な経営転換を図ることの検討もーつの選択肢になってきているように思われる。ま  

た、こうした大胞なグループ事業展開が図られることが、日本のコンテンツ産業の国際競争力強化のためにも望ましいと  

考えられる。もはや、国際競争力を考える上で金融市場の中でのプレゼンスを勝ち取ることは不可欠になってきていると  

見られる。新しい放送持株会社の制度設計にあたっては、こうしたバランスのとれた将来における柔軟な経営選択の余地  

も十分残しておく必要があろう。（個人）  

4．本報告善果での放送持株会社制度の創設案では、放送事業会社にとって、純粋持株会社制度は、経営戦略と事業の分離、  

経営の効率化と迅速化のメリットがあるとされるが、一方で、放送持株会社へ投資する  点からは  主・投   

財務諸表が持株会社を核とした連結財務諸表に統合されることにより、経営■財務内容の透明性が薄れる懸念がある。ま  

た、持株会社の大株主への適格要  牛の付与や  資比率の制限を  送事業者によ′る過度な買収  けることは、   のための  

制度の  害の懸念もある。   L用など  原則に抵触する  

運用目的で投資する機関投資家など多くの一般株主・投資家を出資者とする上場キー局による純粋持株会社設立につい  

ては、非上場ローカル局同士の経営統合などで想定される非上場純粋持株会社の設立のケースと．は別に、上記の経営・財  

務内容の透明性の担保や株主平等原則に則った株主の適格要件や出資制限の撤廃など一般株主利益を一層考慮した個別の  

制度設計がなされるべきと考える。経営■財務内容の透明性が担保されない場合や、大株主への適格要件の付与や出資比  

限により過度な  の乱用の懸念が残された  上場キー局による  粋持株会社設立が容認されること   

については反対である。一方で、非上場ローカル月岡士の水平経営統合などで地域放送持株会社の活用が促進されること   

については、次世代に向けた地域事業基盤強化の点から賛成である。（個人）  

5。証券市場における一般株主・投資家の視点からは、今回の報告事案における持株会社制度案においては、上場キー局に  

よる上場放送持株会  土設立を想定した  点からの  のように思われる。  の2つの   

1）金融市場からの設立意  （企業価値向上に資するか否かの視点）を踏まえた制度設計  

2）従来の通信・  的枠組みを大きく越えた   送の制  

上記認識に立てば、報告書奏で示されている以下の放送持棒会社の形態の範囲や想定では、金融市場を担う投資家利益  

や情報通侶業界め将来の環境変化を見越した想定まで十分なされていないように見受けられ、不十分であると考える。  
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4．「第4幸 衛星放送についての規律の在り方」に対する意見  
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3．「衛星事業者（ハード）とC・S放送事業者（ソフト）の経営統合」  については、過度の独占・  中化を  長するおそれが  

あり、ICS放送の特長である多元性・多様性が失われる可能性があるので、反対する。  

は由】CS放送の分野においては、ハードと 

きた。その結果、ハード、ソフト事業者双方において経営の合理化が促進され、政府甲「骨太の方針」や「経済  

成長戦略大綱」でも強い期待が示された±ンテンツ流通分野に活気をもたらしている。まさに、将来ソフトパワ  

ー木国を目指すという政府の方針に合致する政策だと考える。  

現行制度は衛星革業者とCS放送事業者が別個の経営主体であることを前提にしており、両者の経営統合を認  

めることは、すでに微妙なバランスの上に成り立っている衛星事業者とCS放送事業者との取引関係を、よりイ  

ンフラ事業者優位の構造に移行することを認めるものだと考える。これはソフトパワー大国を目指す政府の方針  

から逸脱するものであワ 

れるようお願いしたい。  

多メディア化め時代において、基幹放送と）て位置付けられるのは地上放送である。地上放送の場合、国民の  

安全保障に関わる事態が発生した際の迅速な緊急対応の必要性から、ハードとソフトの一致は絶対条件となる。  

この点については、先の自民党の「電気通信調査会／通信・放送産業高度化小委且会」でも確認されている。他  

方、非基幹放送の事業形態について、経済合理性を優先する考え方も分からないではないが、放送事業に参入す  

元性や  る事業者の   関係者間の公正な取  ＝謁係の  的な事  環境の安定に深く関わる  保といっ  

り、総体的にはハードとソフトは  しておくほうが望ましい  と考える。（テレビ朝日）  

4．CSデジタル放送を行うハードとソフ．トの一致は、仮に経営の効率化、合理化にメリットがあるにしても、CS放送の  

「多元性  根幹としている   様性」を損なう可儀性がある。また、ハード・ソフトが一致した事業者は、個々の番組供給  

会社などに対し優越的な地位を持つことになり、公平な競争を阻害しかねない。特定事  による  

体的な歯止め策がないまま  中排除原則を  緩和することには   対する。（BS朝日）  マスコミ  

衛星事業者トソフト  CS放送事業者）一致制度の導入に反対する。  ハ。－ド  々のCS放送事  

絶対的・優越的な  を占める事業者を  生させるおそれがあり   点から問題が  いためだ。（朝日  

新聞社）  

B S放送と地上放  

送の兼営  

1∴BS放送と地上放送の  常について  「現時点では認めることは適  ではない  とする一方、「周波  の希少性や  

力についての今  をしていくことが適当  とされたことは評  できる。BS  しつつ  

デジタル放送は受信機の普及こそ進んでいるが、今後の経営状況は必ずしも楽観を許すものではない。事業者の意見を十  
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（1／′〉／古一只′∠）Dヰ羊￥毎   
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αこ ○＿ト羊明年宵マ9甲立董坪ミ寧捜判葦雷撃に一章、羊tユ＼へしつ1（ボ→ン沖（華）頓才羊q哩）冒苛♭＼へマ「㌢甘諾々割箸   

鷲軍軍略肇q了、（別ヰ）9呼s学制憩血9￥与孝1〃〉／ペ′二！暑革範つ1丁摺要項α迷彩封ピコーヰ福一〉／→ヰ」、よ＃－   

○－ト羊￥左耳て¢＼へ才芸柏＼へユ壌裂孝1甚官マヤ灘、恒臣川場臓睡（菩）壌マ羊q哩、羊†ユ＼へしつ1数封9ら   

1埋コ健的二爆亜、ユ＼へし＝l習性貴社範コ1ら了α苛様0＿〔羊q呼さ撃（言→㌣師（輩）頓才羊Q隠）辟渥9しへユ1単脚専制   
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（梁項目聾）．0＿〔羊￥専守Y只→心音y9叫専彰解ユ1：？「鷲群棲旦J、ユ＼へしこうど只→ヰ福一i／→ヰ ●l   ーCウ     富討α丁野性蛍蟹  （Z）t  

（鷲軍Yエ∠エ導教）0的立て寧α9＼ヘユ￥産ニー∈了αよ封ユ＼へしつ食ゼ言≦、ユひ   

＼へ葦＼へユ叫専管三言4ユ、へしコうゼ謹呈＼叫専謳産セαユ、へし二†べEボ只ペ卓、割よ“ピコーヰ面→ゝ／→ヰ t” 【申海】   9予   四   

D受守ユ看ンー〔些孝凹＃α年￥毎、ユ＼へしニ‡射的ひマギ言≦マピコ一心藤一〉／→ヰ‘t   ーC予  只一心面→〉／一心   口  

（診告辞笥）首掌中笥   宣   自 敦  ≡喜   

官軍㌢阜轄＝J「型轄∽）Yヨ一心粟判葦耳増 喜S岩」■s   



考キる。  

【理由】  放送でも通信でも実現可能な  たなサービス形態であり  従来の放送・通信の概念を  サーバー型サービスは  

変える可能性がある。技術革新の成果と多様化する視聴者ニーズに応えるため、その導入を否定するものではな  

いが、一定  間を経た上で  そのサービス形態や視聴形  その制度上の  置付けを  

±ゴ皇と考える。   

報告書はサーバー型サービスを「公衆によって直接受信されることを目的とする無線通信の送信であることか  

ら放送法上の放送に該当し、放送としての規律を受ける」と定義しているが、放送は同時に受信されることが重  

要な要件であり、現在の放送事業は、著作権から放送システムにいたるまで、この同時性を前提に構築・運用さ  

れている。今回、当社は異時に受信されるサーバー 型サービスを  付けた際に発生しうる問題について  

放送関係者や  利者団体   の間で網羅的な  あったとは認識しておらず  どのような規  目応しいか  

に到達していないものと考える。  する段   より丁寧な検討を求めたい。（テレビ朝日）  

4．受信料を財源とするNHKはその経営計画でサーバー型サービスの開始を言匝っていますが、有料で行お  とする場合は  

制度上の齢靡を生じるのに加え、いわゆる「民業圧迫」の恐れがあるため、透明性を確保した公平な議論を  まえ、導入  

リ断が必要と考えます。（毎日放送）   には慎重な  

5．サーバー型サービスは、これまでの地上アナログ放送では成し得なかったサービスであり、視聴者の利益という観点で   

も、期待できる。ただ、取りまとめ実にもあるように「サーバー型放送運用規程作成プロジェクト」等で検討が進められ  

ている途上であり、放送開始時のサービスモデルや視聴形態が確定していない中での検討と恩われるので、あまりにも将   

来的な課題の多い内容となっている。例えば、通信回線により番組とメタデータが送られるサービスも想定しているのな   

らば、情報通信審議会で？「地上デジタル放送の利活用の在り方と普及に向けて行政の果たすべき役割」の答申内容にも、  

IPを用いた再送信の部分で関連する可能性があり、場合によっては、放送地域の限定やRMP等で影響するかもしれな   

い。それ故、今回は論点・掛こ   

よるサーバー型放送の受益者負担（有料放送）の在り方をさらに議論すべきと考える。（讃頁テレビ放送）  

コンテンツが受信料で制作されたものである以上  6．NHKについては、   アーカイブとして利用する場合は、コンテンツ  

閲覧について視聴者に負担求めるべきではなく、仮に有料にしても、サーバー型サービスのインフラにかかる  用の一部  

負担とすべき。（アニマックスブロードキャストジャパン、AXNジャパン）  

7，取りまとめ（案）の第5章で述べられているサーバー 型サービスで挙げられているいくつかの論点は、こうした情報通  

信分野における、技術的な進展と、それに応じたインフラ整備及び事業の成立という社会的要因によって生まれてきてい  
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こ√ニーニ：：・・い、．∴ －i∴l、二、 ∴∴・、：、一モ・∴、ニ 、－ ∴．、－∴‥・＿ ＿・・－・、・、・∴∵ご ＝：・ト∴ミ・へ；∴∴‥－∴、ざ －．・－  

・；・・∴‥ －∴：∴－；ご・●・：∴モニごこ∴、、．、∴：：∴．こミャヰ・ご：・、．、＿ト ∵十 こ ＿・・－：：、・・∴∴11∴ここ  －・、・・∴、∴∴い、‥∴∴．‥－・・∴  

．い∴ノ．い〉  

叫q首マ＼へキ暮よ割マ＝9中平孝明矩α古卑封隼、自軍ユα隼9＼へユ1匡聞＝1吏→二明寄掛噂屋9劉、よう葦セα国産  

・、．、：－∴ここ；こ、－ニ、主．：∴・・－∴．、て：i、ご・．、ミー・ミ、∴‥・－・・、・：・－・・∴－・－、一二・・J．：、～ 二：トト・∵∴－・・－－：、い；、・・－トミ・ト；ト・：∴∴∴・．－・－ぎ・二・   
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8E: 

ロヰユ目的羊iマこ9重〉塾封りユ♭を頭蓋章票軍宣9章ら之セ1曜 ○′Y阜羊叫匂マ産羊づマ9叫専畢コ1「dペ≦′∠∠ロヰ  

． こ・二、∴・ミ∴ －・！：：ミー∴・・∴∴、∴・、√ミ、・∵∴・√ －．、・・・∴－∴・：・＝．・・；、・こ、、；・い1∴、√ミ∴ こご、こ、し・；一・；・－こ．‥・・・：．・∴・∴  

D7阜羊中学白葦隼コ1マ＝ヰ真田孝制静止αゼ肴≦1／丘ボ去   

∵1√；∴∴；．・・∴ こ・：・∴、ごミ・、こ．・・：、・∴、、1∴＼∴、－・．・＝、こヾ、・二・∴・・∴iヾ．；・－・こ・∴ －・・、・：∴・・、：い・・・い：∴∴．－ ∴・  

ヰ苫屋孝和弛卑α之ユG苛qコ惜別、封ユ1羊暮しコ1ビよ一心苓聯α梁軍∠斗ぺ乙 Dヰよ￥年更埴コ凶マ梁軍1ぺr。拘T（カ  

（ゼ√≦1／丘言よ）平群卓鼻1／．丘言よ丁間、封（梁軍∠斗べ乙鮎娼）ピコーヰ｛柑￥耕鎧解苛1討劉孝1ペr．ね√l、苛羊  

Dヰ羊マ毎々致畳専㌣ヰ軍甜〉刃  

、ユ1マ遊軍帽α〉亭、差せ匂葦マこらり守ら圭と孝ピコーヰ粟軍＼へ1雄ユ1マ「ピコー心事懐」ミ糾ぺr÷拘1α＝、頓首αニ  

○－←羊マ誕マα隼9ヰ郡顎孝  ぺ・．：∴：∴∴丁、ト、：一・／＿・・1ニ ご∴・∴  

〉亭、よりL瀦t9蟹、巧く学才＝9マ主とミヴ粟軍ペ∈言只′＼／よ1ペf。拘Ztl岬1qヰ羊＼へユ1妙音マα  ピコーヰ苓聯しへ1   

隼首里匂マ卓二粕苛ら身孝Y只→ヰ梁軍（ペEポ宣りへ／）夢鵜累増劇（1バーヾ‘斗St、z馴9）歎鎧ひ只ペ去1／五言∠丁Ⅶ ■G t  

（粟軍Ⅴ士∠エ蛍掛）D的立隼くヴαキュりしっ食森晋α帽刃、【¢α葦ユ＼へしコ1甘射か別離狙吊  

「1耳官」、葦羊 D臨立、て¢αヰ封孝剥訝葦ら了αよ、羊クマ「剥樹苛1営課コl巧守三関11／〃dよα梁軍」、苛羊  

∴・‡∴、∴：∴・一・∴、；、で  黒∵こ、いて：、∴－；・∴  

葦、£4叫葦＝1ら了9叫青菜堵＝】平間三甲卓暴よ「ピコー心耳聯」、ミ寧9年キ“09叫匂マ毎考量坪  ご．・∴ －・1．：「  

三軍マ＝ノら身孝1耳官巧く昭一酌9上智剥孝翠惟暑勒寵、隼ユ∴へしコ悌日割碧α翌寵9＼1ユ1「l掴孝要項ゼβ≦マ粟  

軍ペE肴コ1圭、判ユ剃樹苛1営課コ1匂専頭qh／ム丘去α梁項∵周祐、鐸葦 89叫勺マ毎号童Wミ学才ニら封葦妙  
寺劉半曜与孝Ⅱ箪笥、ら耳管卓立軍書ミ寧「ピコーヰ平取」（毎咽￥鞘堂窮、ユ∴へし＝！是軍票軍ペEくミ只1妄” 【申凝】  

09年ユ看ゝ′▼阜壁苓ユマ羊  卑劣凝αユヽへしコt要項ゼホ≦ ■Z t  

（要項月彗）  Dヰ羊マ奈々卓計ら主とニー軍執匂ミ撃葦1野島隼痴萩朋：弛  

ゼホ≦1／風声∠∵旦1耳管α封幡 D7孤羊年少孝饗判マこ9攣三世α冬草卓￥9尊者封‘マ只1  筆、争沌ユ1、ト「タビ沌棄  

呈し訓某説明等稲9＼へキ1苛蕃α繁堵ゼ肴≦ユ＼へ洋二閲幡身寵苛羊Dヰ羊マ毎々α隼9叫馴昭二働的、G呼よ要項α湘  

軍卓碁封ゼボ≦1／多言よ、白留よ粟載ぺEボJレt妄葛1㌢剋芋孝司硝膵「∠宣トく占」（九ト1去、封：Ml曙αマゼ言≦1／〃  

－、・ニ「：1・：．・J－・、・、・．・・∴．：こ；・、こ．：こ－、ト∴・∴さ∴で．・、・∴、：・）・ミ：：ト ∴トト；・－・∵・∴‥－ミ＼．∴∴・●∴ －・、●l；  

（雫瑠持一耳）Dヰ羊1苗量ら了り成代削廷封ヒ∵ト1鼻苛  了9叫専凶黎マ（むか㌢昭引離酢指摘的場呈′苔9卓よ封甚  

字万言、引ユ1謝コ1マ＝ら身孝劫葡劉半肇ら了9卓よ質草吉寧「ピコ→ヰ苓聯」｛咽￥都賀繊ユ滋野要項ペEボJレt妄Ot   ミ単票軍産皐1／五首去α⊥粟胡胡層乳脂憎、毒羊、G洋ユ叫寿都出撃∠′丘9卓立割甚ミ翠川』・附コ1ユヰ羊量刀￥鞘堂韻）要項  



そこでラジオ放送事業者（特にラジオ単営社）はデジタルラジオの将来に夢を託しているわけですが、ワンセグ放送の独  

立サービス先行でその芽を摘まれては将来はなくなると強く懸念されます。  

こうしたことから、ワンセグ放送の独立サービスは、少なくともデジタルラジオの本格スタート（2011年以降）に合わ  
せるなどの配慮を強く希望しますこ（FM802）  

14．独立サービスの提供については、現行のテレビジョン放送の免許内での制度整備のみならず、新規参入者による新た  

な道筋も検討されるべきであると考えます。世界に例を見ない、日本初の「放送と通信の本格連携」サービスが創出され  

る可能性があり、その為には新規参入者に与る新たな視点も必要であると考えます。（伊藤忠商事）  

15．「放送のデジタル化がさらに進展した段階では、テレビジョン放送とラジオ放送を区別している現在の制度自体につい  

ても、視聴者利益を確保する観点から見直しを行うことが必要と考えられる」の部分について賛成いたします。時間的に  

余裕をもって検討が行われるよう希望します。（エフエム東京）  

1（ミ」聴取者・国民に長年に渡って親しまれ、定着してきたラジオ放送の特性がデジタル時代にあっても生かされるような  

制度整傭を希望します。  

【理由】木取りまとめ実の15ページの記述にもあるように、「視聴者からみた場合、テレビとラジオとではメディア特  

性が大きく異なる」ものであり、ま／た、地域性豊かで身近なメディア、災害時に信頼できる・メディアといった、  

長年た渡って聴取者に定着してきた社会的役割があります。デジタル時代になっても、ラジオ放送が持つこうし  

た基本的役割に変わりはないものと考えます。  

従って、いわゆるワンセグにおける「独立サービス」の実施、およぴ「テレビジョン放送とラジオ放送を区別  

している現行制度の見直し」に関する制度整備については、基幹メディアであるテレビとラジオがデジタル時代  

にあっても、互いにその特性を伸ばし、補完しあいながら、視聴者利益の確保のために社会的役割を果たしてい  

くことが極めて重要であるという観点に立脚した制度整備を強く希望します。（デジタルラジオ推進協会）  

17．「ラジオ放送」は音声を中心とした放送サービスとして国民の生活にしっかりと根を下ろし、手軽で身近な情報メディ  

アとして受け容れられている。2005年7月の総務省「デジタル時代のラジオ放送の将来像に関する懇談会」報告書では、  

「デジタル時代を迎えてもラジオの特性・社会的役割は変わることはない」と記されている。取りまとめ実は、デジタル  

化の進展に応じてラジオ放送とテレビ放送を区分している現行制度の見直しに言及しているが、放送制度の根幹にかかわ  

る重大な問題だけに、拙速な議論は厳に慎むべきである。デジタル技術の進歩に依拠した議論だけでなく、基幹放送の一  

翼を担う地上ラジオ放送が果たしてきた社会的役割、国民から得た信頼などをデジタル時代やIT社会においていかに継  

承していくかといった視点が不可欠である。（日本民間放送連盟）  

18・第5章2（3）（地上デジタルテ｝ビジョン放送の携帯端末向けサービスの）「今後の制度整備の必要性」について、テ   
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0ウ  

（要項測￥）0＿←羊マ毎マて寧＼へ導引ユ蔓草きざマ  こ9心事剥確守他者馳範よマG  苛1榔苓コ1辛苦α′堵之  

叫之隼ゼβ≦隼只ペ去、ユ＼へ洋二巨寧葦q粟s印′1／〃言占α更埴・割梁＼G守ユ辛苦α唯郵学才こ〉＼へユ1哲諺1苛￥剥卓  

祝朋寺職つ伴、＼へ守1忘佃1専制劫α之ユマ隼α紀秦α4＼′¢′αしへ互、G球ユしキ皆羊爛胡αゼホ≦マ占ペ去、G羊し  

○＿←羊  

＼へユ叫勺（4レ塾討マ「＼へ導引マ＝告q孝印書祝明等職・判事αゼ謹≦葦∈了ひ二、隼ユマ軒昂射軸1／畝言よ」与q葦ヰ  

○－←羊りユ1孝幸毘的1孝之′咋之、マ「筆致葦重富9－←騨鮮卑∠′よ了明嶺質α国吉寧准、芸子ゼ√≦∠dヰ∠  

9ヰ旦専制劫∠′占了＼へヰ皐セ1鰭s学者埴勒、卓よ旦割＝憎皐孝勧封甚」（6和）『隠祝朋寺我ヰ苛￥三軍ゼホ≦∠□÷∠』  

「㌢捏拍ば計「摘硝時計朝粥  

毒し＼へマピコーヰ窮蜜要項・劃歌、梁軍〃－よ＼梁堵1／をペヰ墓皆‥・G了＝榊1／〃βよα票堵ゼβ≦」か管主「肇墓  

＼へ葦阜て寧￥コ僧斜α等職〃－ム1ムせど〃キ只て9（づ洋二個ミ寧准‥・封要項ゼβ≦」（01d）『誓書αゼホ∈1／〃√よ』  

「青雲ユ1苛判蔓悼こ診αユ1：モ∠∠′占了朋♯雪ぎ耶マ更埴よペ王、G守よウニマ耳卓ユ1首  

長〉アユ1石弥套許乳腺引受甘洋才和室怒与謝裂α韓劃暑率制間‥・封梁堵ヰホ∈」（gd）『幡祝由等職∈融αゼボ‘≦』  

、羊にウ章皐輪湖普α『等竣髄9ヰ醜コ爛￥劫α要項ヰホ≦α射軸1／〃d占』苛1羊叫宇空白了見華礫二極900Z、号羊  

0＿←羊G留守「D9＼1ユ1旦孝幡祝αユ1：モ∠′去了封梁瀬副9（う洋二1畠軸皐霊泉非才葦9社寺堪麗専制財阜αゼホ≦、ユり  

洋二1寵輩￥畢暴・亜胡αカ966t、コ拍ママ9＼へユ1蛮誕〉アニ個α笥固、勺て学才＝9卓ユ埴勒＝腐生よ融影甚葦劃観  

ユ酔「′、封雫軍産量∠d÷∠丁和地慮扇闇／川Ⅴ」ユ＝シα妻E岩畳鼻緒『等堆積梁啓1′多言占丁恥』α毒866l  

O本革G留守『9叫匂マ妻マ董仔ミ学才こ∈妻孝1望嘗匂咋瞥磯萱ヰ勅封孝平  

帖暴朝潮、隼ユ＼へしコ潮目劉生α封惑9＼へユ1帽選考梁堵ゼ肴≦マ要項只ペ去、羊卓立朝野苛1哲談コ僅ミ印′1／五言妄』●OZ  

・．、‥・．‖・・：・、‾！．ミ ∴－∴∴∴＼・・－．：：；■さ．∴こ、．∴・ご・：、こ、・  

フ帽㌘翠α暑業卓平井妄α音、s柁＼へユし酎剥某祝葦卓￥羊愕軍ゼ√≦ユ1：モ∠′占了9上席つ‡＃葦申目立α目⑥  

0萱＼へユ1他箇ユ1（；国辱去・去年固形巣②  

0萱＼へユし章二1マこ9ヰ劉聖ユし苛qコ1￥封羊慣稲川且・mVα固膵准①【申直】  

0＿←羊マ毎々毒㌣ヰ封剥隼￥蝕羊1者他α畢寵9＼へユ1帽溺孝要項ゼ辞去マ梁   一 三、こ：：∴ －・；l  

（梁軍  

臼脾）Dヰ羊￥専守α隼阜㌣9ヰ劉離封r】宮司αゼホ≦マ只ペ妄○ヰ羊1庫習羊にtl耳官α劉碧封寵、隼勺く寧聾′培α割黎α習  

性畢劫範・鼻祖執○ヰユα隼萱＼へユ彰孝封富葦卓￥α暑塾歎隼ユ羊叩こ、ユ1：モ∠′占了苛1真■敬二懐御〉遠洋⊥K誉≠  

○ヰ羊マ窒α9妄ン〉＼へユ1哲誌ユ1t寧苛々制劫切立コトへ耳鐸  

；一・－ミ：：こ ∴・∴、．＿・、こ㌻ニー ∴J∵・∴ －∵、・∴ト、・－∴ ｝㌔：：、？∵●・・、仁い・・／て ∴∴．∴：・－．・－．．・l∴－．・∵∵こ －・∵ ：   
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百中  

（垂畢箪静粛）0ヰ羊1語瑞尋卦覇者咄葦静止さ早場召αピコーヰ蜂9了コ食暑Y脅笛雄、G呼よ妄㌣9叫専  

中量朝隼ビス→ヰ顎マ常々七磯制αゼボ≦只ぺ卓、封ユ、1しっう「1耳官α剥目劉生蟹α鷲軍ゼ謹皇7要項ペ巨益よペ卓」●⊥Z   

（丑幽雄臼胎）0詔卓ン＿日射酵∵詳説孝頚憫拍   

事態9＼へユ1帽遥々暑辿89守よ卓ンヰ暫著ユ1て撃苛々制劫コト帽洋、年寄与＼封マ粟軍ゼ言≦マ栗東′E正月ぺ卓●9Z－  



6．その他の意見  

提出意見（提出者名）  

1．当連盟はこれまで、民間放送事業者の経営基盤の強化が視聴者利益の確保につながるとの観点から、マスメディア集中  

排除原則の緩和を要望してきた。多メディア・多チャンネル環境下において、民間放送事業者が放送番組を充実させ、社   

会的役割を十分に果たすためには、民間放送事業の構造強化や安定化が不可欠である。  

今回の取り、まとめ実に示された制度  直しの方向性については  するとともに、マスメデ  中排除原  

会 土の在り方に関しては、  民放事業者の中でも、その事業規模や地域性、無料・有料の事業形態などによって、さ  送持株  

まざまな考え方があるため、制度化等にあたっては各事  （日本民間放  者の意  に汲み上げるよう  望する。   

送連盟）  

2．短波放送のデジタル  ヒについて当研究会では詩論されていないが、ITU及び諸外国の動向を踏まえ、我が国においても  

適切な時  （できれ  化を希望する。また、当社が平成18年8月23日に開催された電波監理審議会の意見  ）に制   

聴取（事案名：無線設備規則の一部を改正する省令案）におし†て別途意見陳述を行ったとおり、デジタル化により今後大  

きな発展が見込まれる短波放送用周波数帯における電磁環境の保護（人士雑音の抑制）が重要である。  

【選由】 メディアを取り巻く環境が大きく変わった。ラジオ放送の開始以来、世界で80年以上も変わらず続けられたAM  

放送の歴史に大きな改革をもたらす新しいサービス、デジタル放送の時代が訪れようとしているのは短波放送に  

おいても例外ではない。デジタル化により、短波放送のカバーエリアにおいてFM放送並みの音質のサービスが可  

能となった。①短波放送の音質を飛躍的に改善し、②一周波数による複数音声の放送を可能とし、③テキストに  

よるデータ放送を可能としている。DRM（DigitalRadio M．ondiale）は、ITU－R勧告BS．1514ql（2002年10月）  

により短波のデジタル放送方式として世界の単一標準となり、2003年世界無線通信会議（WRC－03）で周波数の使  

用が公式に認められるとともに、早期導入が決議された。日本は、山有り谷有りで電波の飛び難い地形をしてい  

る。しかし、電離層反射波を使う短波放送は、山南僻地・離島・沿岸水域を含めて日本全国をあまねく諷バーで  

きる。有事または大規模災害時には、短波放送は1局で日本全国津々浦々に情報を伝えられる。当社は、災害対  

策基本法の指定地方公共機関及び国民保護法の指定公共機関であり、短波放送は、日本国民共通の財産として必  

要性が認められている。  

しかしながら、当社が平成18年8月23日に開催された電波監理審議会の意見聴取（事案名：無線設備規則の  

一部を改正する省令案）において別途意見陳述を行ったとおり、短波帯における電磁濁境の保護が喫緊の課題と  
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・DRM方式は、ITU－R（国際電気通信連合無線通信部門）が勧告として承認、IEC（国際電気標準会議）、ETSI（欧   

州電気通信標準化機構）で既に標準化済み。  

■2004年、MAYAH社が初めての商用受信機を発売したのに続き、2005年9月のIFA2005（ベルリン国際コンシュ   

ーマー・エレクトロニクス展）では多くのメーカーが、SDガードへの録音機能付きやカーラジオなど、従来の   

短波ラジオの常識を超えるDRM対応受信機を発表・展示。その中には、Panasonicのカーラジオの試作品も含   

まれている。  

・2006年7月、独の通販サイトでMorphyRich左rdsDRMRadio（SI）カードスロット付ポータブルラジオ）を199Euros   

で発売。  

・2006年10月、欧州にてSangeanI）RM－40（MP3音声録音のためのSDカードスロット付ポータブルラジオ）が   

299Eurosで発売予定。   

「短波のデジタル化は、既に存在している技術」といえる。   

世界無線通信会議（2003年ジュネープ）は、決議第517（WRC－03、改）により、以下を主管庁に要請している。  

「2004年1月1日以降に使用を開始するHF帯の新しい放送送信機すべてに、デジタル変調を提供する機能を組  

み込むよう奨励すること。J。  

短波放送のデジタル化は、世界的な動きとなりつつある。（日経ラジオ社）  

3．デジタル化移行の進捗状況についての表現が少ないので改善して欲しい。ワンセグの技術によって一定の回避が実現し  

たものの、著作権対策として  入したB－CASやC－CASの導入によってデジタル  行の遅延や国際問題への懸念が  

発生している事実に対し、  み込んだ評価をすべきではないかと  考えます。（個人）  

4．2011年7月にアナログ放送が完全に終了することになっていますが、以下の様な問題点があると私は考えています。   

一地方では今年の年末からにやっとデジタル放送が開始されます。  

・テレビ受像器は通常10～20年の寿命があります。  

・デジタル放送終了まで僅か5年しかありません。  

・家電情報に比較的敏感な私がアナログ放送終了の時期を知ったのは恐らく去年です。  

・特に地方や年輩者は、アナログ放送が終了して現有のテレビが見られなくなる事を殆ど認識していません。  

・家電店ではまだまだアナログテレビが販売されており′、特に大型ではないテレビはまだまだアナログタイプが主流です。  

・デジタルタイプはまだまだ高額で、1特にテレビが娯楽の主流である高齢者にとっては購貞対象に成りづらい一面があり  

ます。  
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